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	この遺伝子は、ペアボックス（PAX）転写因子ファミリーのメンバーをコードしています。この遺伝子ファミリーの中心的な特徴は、ペアボックスとして知られる、新規かつ高度に保存されたDNA結合モチーフです。ペアボックス転写因子は初期発生における重要な調節因子であり、その遺伝子発現の変化が腫瘍性形質転換に寄与すると考えられています。この遺伝子は、B細胞分化の初期段階で発現しますが、後期段階では発現しません。この遺伝子の発現は発達中の中枢神経系および精巣でも検出されているため、コードされているタンパク質は神経発生および精子形成にも役割を果たしている可能性があります。この遺伝子は9p13に位置し、形質細胞様サブタイプの小リンパ球性リンパ腫および派生大細胞リンパ腫で再発するt(9;14)(p13;q32)転座に関与しています。この転座により、IgH遺伝子の強力なE-muエンハンサーがPAX5プロモーターの近傍に位置するため、この遺伝子の転写調節異常がこれらのリンパ腫の病態に寄与していることが示唆される。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2013年7月]
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	PAX5 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した Raji 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

